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団 体 名 特定非営利活動法人 武蔵野農業ふれあい村 

アドレス（ＨＰ、ツイッ

タ―、ＦＢ等） 
HP：http://www.agrifureai.com 

事業の名称 ふれあいファーム事業 

事業の目標 

① 都市農家の高齢化・後継者不足により不耕作となっている生産緑地を耕作し

復活再生させる 害虫や害獣問題、不法投棄や犯罪予防など環境を整える事

によって被害軽減等に役立つため 

② 周辺住民の皆様に旬の作物を販売提供 地産地消への意識付け、収穫体験の

実施 老若男女問わず実際に畑を見て触って収穫する事で食や農への興味関

心を促し五感を刺激し豊かな心を育む 

事業の内容（概要） 

いつ、どこで、誰に、何

を、どうした 

場所／榎本農園(武蔵野市緑町） 

活動日／畑の耕作は通年で火・木・土の 9-12 時(季節により変更有)、販売は活

動日にあわせて 10-11 時 農園前にて、収穫体験は作物の成長に合わせて 7 月－

12 月火・木・土 10-11 時(事前予約制)、マルシェに出店、販売。飲食店への納品。

JA への出荷。 

対象／周辺住民及び福祉施設や幼稚園等の団体、飲食店 

活動内容／一年を通して畑作業、収穫体験サポート、販売、出荷 

畑の作付け内容 

夏野菜／トマト，さつま芋，枝豆，きゅうり，トウモロコシ，スイカ，ズッキー

ニ，ナス，ピーマン，葉物，ニンジン，ショウガ，サトイモ，長ネギ，じゃがい

も，かぼちゃ，いちご，金時草,つるもの野菜等 

秋冬野菜／白菜、長ネギ、キャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、落花生、大

根、スティックセニョール、おかのり、辛味大根、小松菜や春菊、レタス等の葉

物等 

事業の成果（参加人数、

実施回数、質など具体的

に記入。） 

一年を通して栽培と除草等の生産緑地維持管理は出来た 

販売：農園前 20 日／マルシェ等のイベント 2 回／JA 出荷 20 回 

一年を通して出荷できる野菜を育てることが出来た 

収穫体験：15 組と小学校 1、保育園 2 

栽培＆収穫委託：福祉法人 1 

目標の達成度 

（自己評価） 

□１．達成できた              □３．あまり達成できなかった 

☑２．ある程度達成できた      □４．達成できなかった 
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自己評価の理由 

※公益性の増進、団体の

発展性、実効性、補助金

を除く資金調達の達成

度などについて、具体的

に記入。 

多岐にわたって、色々な切り口（収穫体験,栽培体験,朝取れ野菜販売）で、市

民に農体験を提供することができた。 

栽培においても、有機栽培に本格的に挑戦し、一定の質の高い収穫を得た。 

しかし、収益面に関して十分な結果が出せず、自己資金調達の達成には至ら

なかった。 

今後の課題・抱負 

新年度から、収益拡大を図りながら運営基盤を強化する。そのために作付を増や

し、品質を上げながら、収量の増加、販売量の拡大を図る。その上で、さらに、

市民の農に触れる機会を増やしていく。具体的には、新たな取り組みとして、定

期的に市民向け農作業体験機会を設ける。援農ボランティア育成プログラムを開

発する。また、スタッフのスキルアップ機会を設ける。以上の他、市内の団体向

け栽培指導付共同栽培をさらに受け入れる。以上の活動を市内の農家とも連携、

協力して行う。以上の活動を通じて、当 NPO が、地域に農的環境が将来にわたり

あり続けることを共に望む都市住民と都市農家の間をつなぐ役割を果たす。 

活動状況について 
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